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トップコミットメント 

はじめに 

 昭和50年（1975年)4月の創業以来、大型ロケットの打上げ射場がある種子島を主要拠点として、宇宙航空研究開発機

構殿の各宇宙センターにおける設備の保全運用業務等の事業を展開してまいりました。 

 近年、鋭意技術力の強化を進めるとともに、グループ内での選択と集中をすすめるために、創業時の主要業務であった

フィールド・サービス系の業務を関連子会社である株式会社スペースサービスに移管いたしました。 

コスモテックのＣＳＲ 

 今後は、当社の経営資源を「技術」分野へと集中させていき、より付加価値の高い製品・サービスを提供し、お客様のご

期待に応えていきます。 

 また、変化する経営環境にしっかりと対応しながら、当社の歴史の中で培ってきたコア・コンピタンスを活かして新規事業

の開拓にも積極的に挑戦し、宇宙産業をはじめとする幅広い産業分野に貢献する「品質でお客様から信頼される会社」を

目指してまいります。 

環境問題に関する取組 

 「地球環境を守ること」、「地域社会を構成する一員としての役割」も、当社に求められる重要な使命であると考えており、

継続的な環境改善と地域貢献により、企業としての社会的責任を果たしてまいる所存であります。 

 このような目的の具現化の一つの事業として、新エネルギー事業（温泉熱発電事業、太陽光発電事業等）への進出を

決定し、発電事業所の建設及び売電を開始しようとしております。 

 宇宙開発事業を根底で支え、クリーンなエネルギーを利用した発電事業を行い、日本と地球の未来のために活躍する当

社への一層のご愛顧とご指導を賜りますよう切にお願い申し上げます  

未来を支える確かな技術― 

コスモテックは、確かな技術で 

未来を創造していきます。 

株式会社コスモテック 

代表取締役社長  
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  経営理念 

  コスモテック経営理念 

 コスモテックは、経営理念として「確かな品質による技術を通じ企業の社会的責任を果たし社会に貢献する。」を掲げて

います。 

また、経営理念を集約したものとして「情熱と技術で宇宙を支える。｣をスローガンとしています。 

私たちは、こうした理念、スローガンを事業活動のなかで実現するよう努めることが私たちのＣＳＲ（企業の社会的責任）で

あると考えています。その実践にあたっては、「生命・安全、コンプライアンス」を最優先しています。 

コスモテック経営理念 

       私たちは、確かな品質による技術を通じ企業の社会的責任を果たし社会に貢献します。 

      １．高い技術を寄与します。 

       コスモテックは、高い技術基盤を確立し、日本の宇宙開発の発展とその利用に寄与します。 

      ２．社会に貢献します。 

         蓄積した技術を宇宙産業以外の分野にも提供し、もって社会に貢献します。 

      ３．社員の夢の現実を図ります。 

        会社経営の安定と成長により、社員の夢の現実を図ります。 

 

 コスモテックは設立以来宇宙開発を

基盤で支え続け日本の宇宙開発の発

展に寄与してきました。 

これからもさらに力強く宇宙開発を支

え続ける企業でありたい。 

そして宇宙開発だからこそ情熱を大切

にしたい。国民を歓喜の渦に巻き込ん

だ多くの宇宙プロジェクトは、これに関

わった全ての人が目標を実現させると

いう情熱と信念を持っていたからこそ

実現したのです。 

私たちコスモテックの社員も情熱と信

念を持って活動することにより、次世

代の宇宙開発の夢の実現に寄与しま

す。 

そして宇宙開発の中で強みを発揮で

きる技術領域を確立し、宇宙開発を

牽引したい。確かな技術でもってコス

モテックだからこそできる宇宙開発を

目指したい。という強いメッセージが込

められています。 
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  会社概要･事業機軸 

 会社概要 

社     名：株式会社コスモテック（COSMOTEC Co.,Ltd.） 

本社所在地 ：東京都千代田区岩本町2-4-3 

設     立 ：昭和50年4月17日 

資 本 金  ：8,000万円 

売 上 高  :46.8億円（平成2５年度実績） 

社 員 数  ：414名(平成26年3月現在、役員含む） 

株    主  ：52名 

主な取引先 

    宇宙航空研究開発機構(ＪＡＸＡ） 

    三菱重工業株式会社 

    応用地質株式会社 

    川崎重工業株式会社 

    宇宙技術開発株式会社 

    川重冷熱工業株式会社 

 
 事業内容 

１． ロケットの発射及び試験設備の保全・運用 

２． 電気・空調・給水設備の保全・運用 

３． ロケット打上げ作業の支援 

４． 保険代理業 

５． 新エネルギー事業 

６． 建設工事（国土交通大臣認可－／特 第7893号） 

７． 高圧ガス保安検査（指定保安検査機関 関東産保第8号） 

８． 労働者派遣事業（厚生労働大臣届出 特13-040907） 

 主要な事業所 

名 称 所 在 地 

本      社 東京都千代田区岩本町２-4-3 太陽生命神田ビル4F 

南日本事業部 鹿児島県熊毛郡南種子町茎永東馬渡607-1 

東日本事業部 茨城県つくば市上ノ室字入定原2027-1 

 配当金 

 コスモテックは、株式の皆さまへ利益還元を行うことが重要と考えており、業績に裏付けられた安全配当を維持する

ことを基本方針としています。 

その実施につきましては、当該期及び今後の業績を勘案して、総合的に決定することとしています。 

業績及び株主還元方針に従い、201３年度は、１株当たり 40 円（前期と同額）を配当しました。 
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   会社概要･経済性報告 

 経済性報告 

 2013年度、打ち上げ支援と関連設備の保全を実施しています南日本事業部では、大型ロケット打上げ機数は減となりました

が、イプシロンロケット対応や空調設備関連工事受注の努力により、一定の売上高、利益を確保しました。 

東日本事業部では、宇宙関連施設系予算減による影響を民間部門によるLNG安全弁関連の増産等でカバーし、増収、増益と

することが出来ました。利益に関して、新規事業開発、経営基盤強化の内部投資を行ったこと等により減額となっています。 
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   新規事業 

 バイナリー発電事業への参入 

 

 近年、地球温暖化や原子力事故の影響により日本においての再生可能エネルギーの需要が高まっていることを踏まえ、

再生可能エネルギー事業の中でも基幹電力として有望な地熱発電の分野を宇宙事業で培った技術力を以て切り拓くこと

により、国内の再生可能エネルギーの普及に寄与できると考え本事業に参入することを決意しました。 

 

 この計画は、コスモテックが建設する地熱（バイナリー）発電所に温泉蒸気を供給して発電します。供給される温泉蒸気

は、配湯用温泉から発生する通常未利用のまま大気に放出されてしまう温泉蒸気を利用します。 

また、発電設備は１基あたりの最大発電量が１２５ｋＷのバイナリー発電機（米国製）を４基設置し、最大で５００ｋＷ発電す

る能力を有しています。 

  

今後も当該事業を通して再生可能エネルギーの普及促進に貢献していきます。 

コスモテック別府バイナリー発電所 完成予定イメージ 

平成26年8月19日付 朝日新聞 経済面 
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  社会性報告 

  お客さまの声を生かす 

お客様の満足や利益に貢献する商品、サービスを提供することが、当社の成長と発展につながるものと考えています。 

お客様の声を前向きに聞き、日々の改善に取り組んでいます。 

 お客様、調達取引先、従業員、株主、地域社会などさまざ

まなステータスホルダーの皆様と関わり、皆さまと関わり、皆

さまの声を聞きながら事業を進めています。 

ステータスホルダーの皆さまとの一つひとつの関係を大切に

しています。 

 
 お客様の立場に立った品質保証 

お客様の立場にたった品質保証を実現させるために、技術と品質の両面からＣＳを向上させる「品質方針」  

を定めています。 

 品質管理システム  

 １９９９年からＩＳＯ９００１に基づく品質マネジメントシステムの構築に着手し、事業部単位でＩＳＯ９００１認証を取 

得しました。 

ＩＳＯ９００１に準拠した品質システムにより、受注から設計、製造、試験、据付、サービスまで各段階で適切な 

レビューを行うとともに、各部門に寄せられたお客様のさまざまなご意見や市場情報を分析し、技術向上に役 

立てています。 

品 質 方 針  
宇宙航空分野等における各種サービスを提供する企業として確かな技術と品質

をお客様に提供しよう。 

品 質 目 標  

顧客や経営者の要求する製品要求事項を十分に把握しよう。 

顧客の要求と市場競争が厳しい状況下では、顧客の信頼と支持を獲得すること

にある。 

このために、日的な活動の維持管理と改善活動に向けた取組みを積極的に行な

おう。 

ＩＳＯ ９００１「品質マネジメントシステム」認証取得 

南日本事業部 ＫＨＫ 審査機関 高圧ガス保安協会 

東日本事業部 ＬＲＱＡ 
審査機関 ロイドレジスタークオリティアシュアランスリミ

テッド 

 

  お客さまとのかかわり 
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  社会性報告 

  全社リスクマネジメント活動の推進・徹底を図るため、過去の事故・災害を分析し再発防止のための対策の検討、 

 リスクアセスメント（作業前に想定されるリスクの頻度、重大性を定量的に評価し、そのリスクが許容されるレベルま 

 で低減される活動）の改善を図っています。 

そして、日常業務におけるＰＤＣＡに基づいた「見える化」、条件等の変化が行った場合の「変化点管理」、「職務部 

門別の管理」を推進し、業務プロセスの標準化、改善活動の継続を通じて事故･災害の未然防止に努めています。 

  リスクマネジメント体制 

１．見える化 

"やるべきことを明確にする""やるべきことを実施する" "異常があれば迅速に適切な対応をする""変

化に対応して積極的に改善する"  

これらを確実に実施するために、日常活動のＰ・Ｄ・Ｃ・Ａを事実に基づいて 確実に回し"見える化"を

行なおう。 

２．変化点管理 

不適合や異常発生の源泉は変化点にあることを認識し、 想定外の事態(異常事態)の発生や不適合

への対応を確実に行なうために、 手順変更・図面変更・工程変更・材料変更・仕入先変更など条件

変更等の変化点管理を行なおう。  

事前に変更となる内容が明確でなく変化が起こった場合が変化点である。  

変化点を発見しそれらに対応するシステムの構築が必要。   

３．職能部門別の管理 

部門固有の専門性を活かした業務を遂行し、維持管理・改善活動、環境変化に適応した管理活動を

推進しよう。 

この活動の中には、『１．見える化』、『２．変化点管理』を含むこと。  
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  社会性報告 

 コスモテックの企業倫理 

           企業の信頼性を高め、企業倫理に沿った誠実な活動を行います。 

 

経営トップから従業員一人ひとりにいたるまでが企業の倫理的使命を正しく認識し、自らを律して誠実に行動す

ることができるように、 

企業倫理の確立とコンプライアンス（法令順守）の徹底に組織を上げて取り組んでいます。 

ＣＳＲの基本は高い倫理観に基づく行動と法令遵守であるとの認識から、経営トップから従業員一人ひとりにいたるまでが

企業の倫理的 使命を正しく認識し、自らを律して誠実に行動することを目指して、コンプライアンスの強化に取り組んでいま

す。 

 コンプライアンス 

 平成１８年に経営トップが「役員及び従業員の行動指針」を定め全社員に周知するとともに、コンプライアンス委員会 

を設置し、社員等からの通報、相談窓口として機能させています。  

 行動指針の制定 

   行動指針は、すべての役員ならびに社員、嘱託、契約社員、アルバイトおよび派遣社員が日常の業務を行うときに 

  遵守すべき事項（人権の尊重、公平・公正かつ透明な取引の実施など）を具体的に定めたものであり、カード形式で 

  対象者全員に配布しています。 

 ヘルプラインの設置 

  「役員及び従業員の行動指針」に違反する行為や違反するおそれがある行為が行われていることを知った時に社員が

相談できる窓口を開設しています。 

  この窓口では、受け付けた相談・申告について、事実関係を確認のうえ、会社としての回答是正措置を行います。  

  相談者は、相談した事実によって不利益を被ることはありません。 
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  社会性報告 

 情報セキュリティの確保、啓発活動の推進 

           情報の有効活用には、情報の安全が欠かせません。 

 

経営活動において起こり得る危機の発生を予防するとともに、万一危機が発生した場合には迅速な対応によっ

て被害を最小限に抑えるための体制強化に取り組んでいます。 

２００９年に情報セキュリティマネジメントシステム（ＩＳＭＳ）の認証取得するなど、情報セキュリティの強化へ向け積極的な

取組を行っています。 

「情報セキュリティ基本方針」に基づいて「ＩＳＭＳ基本規定」を制定し、全社各部門の代表等で構成される「情報セキュリティ

委員会」により、情報セキュリティの維持・向上のための活動を展開しています。 

また、社員等に対する情報セキュリティに関する教育啓発活動も積極的に進めており、役員以下全従業員（派遣社員

等を含む）に対する教育の実施、日常的なセキュリティ意識の向上など教育啓発活動を積極的に行っています。 

 お客様情報の保護 

お客さまの情報の保護は、最重要のテーマの一つです。当社は、お客さま情報を取り扱う社有PCについてセキュリティソ

フトの導入により暗号化を徹底するとともに、情報取り扱い時の具体的な作業手順、留意事項等を定め、社員一人ひとりへ

の周知を図っています。 

また、システムの情報セキュリティ対策の強化、ネットワークを通した情報漏えい等に対する技術的対策の推進、情報管理

に対する社員の意識・行動の改革、オフィス入退場ゲートにおけるセキュリティ強化など、さまざまな局面から情報セキュリ

ティの強化施策を展開することにより、お客さま情報の保護強化を図っています。 

ＩＳＯ 27001「情報セキュリティマネジメントシステム」認証取得 

(株)コスモテック 全社 2009/10/23 ＪＱＡ 一般財団法人 日本品質保証機構 

 情報セキュリティに関する点検・監査 

 会社の情報セキュリティを確保するためには、各部門が自律的にPDCAサイクルを回す

ことが大切だと考えており、すべての部門は、毎年、社内ルールの遵守状況を自ら点検

し、問題点の発見・改善に努めています。 

各部門の点検結果や改善活動は、是正が必要であれば指導・支援するとともに、これら

の状況を統括責任者に報告します。 

また、これらの取組はコスモテック全社に展開しており、毎年自主検査を行い、情報セキュ

リティの向上につなげています。 
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  社会性報告 

  株主の皆さまとのかかわり 

 健全かつ透明な企業経営を通じて適正な利益を確保し、株主に安定した配当で還元していくことが企業の基本 

的責任の一つと考えています。 

  そのためにも、中期経営計画を策定し、明確な方針のもと事業活動に取り組んでいます。また、経営や事業活 

  動に関する情報を適切に開示しながら株主とコミュニケーションを図り、さまざまな声を経営に反映させています。 

 

  財務体質の強化 

 株主の皆様の利益を維持・拡大することを重要な経営課題と位置づけ、業績の向上と財務体質の強化に努めてい

ます。配当については、安定配当の維持を基本に、利益水準、財務状況、配当性向などを総合的に勘案して成果配分

の改善を進め、株主の皆様への貢献を強化しています。また、内部留保については、企業の安定成長に必要な技術開

発や投資に充当することにより、業績の向上と経営体質の強化を図ります。  

  広報メディアを通じた情報開示 

 ステークホルダーの皆さまにコスモテックのことを少しでも多く知っていただきたい、という思いで、会社案内、ホーム

ページなどで情報開示を行っています。 
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 人材育成 

           社員が安心して働き、能力を最大限に発揮できる環境をつくります。 

 

       あらゆる企業活動においてすべての基本的人権を尊重し、差別や偏見をなくすとともに、 

     従業員の多様な個性を尊重し、その能力を十分に発揮できる公正な職場環境づくりと、一人 

     ひとりのキャリアを見据えた人事・人材育成に努めています。 

 事業活動を推進するにあたって、基盤は従業員であり、従業員（人）を会社の財産と して人材育成を推進していま

す。 

従業員教育においても、職種ごとに専門知識を習得する技能・技術者教育・リーダー・管理職教育など各階層に行う

教育を行い、今後も、さらなる経営体制強化のため、活発な人材育成を進めていきます。 

 高齢者雇用に向けた取組 

コスモテックの定年は６０歳ですが、定年退職者を嘱託従業員として再雇用する制度を導入しています。 

改正高年齢者雇用安定法で求められる継続雇用制度とほぼ同等内容での６５歳までの枠組みで雇用確保を行って

おり、今後は、高齢者がいきいきと働けるよう制度・環境整備を進め、「働き方の多様化」を推進していきます。 

 仕事と育児の両立に向けた取組 

 当社では、仕事と育児の両立を支援するための仕組みとして、育児休暇制度をはじめ、短時間勤務制度・看護休

暇制度を導入しています。 

 最近では共働き世帯が増加しており、男女問わず、従業員の利用率が上がっています。 

これからも継続して、仕事と育児の両立を支援する仕組み作りに取組ます。 

 労働時間短縮への取組 

 「ワーク・ライフ・バランス」を念頭に、健康で１人ひとりが自己の価値を高めていくような環境づくりを目指して 

います。 

その取組みの一つとして、特に労働時間の短縮に力を入れ、定時退社日（毎週水曜日）の定着化および休暇 

の取得推進を掲げ、１人ひとりの意識を高めてきました。 

今後も労働時間の短縮に取組み、男女ともにより働きやすい環境づくり、職場の活性化を目指します。 

 

  従業員とのかかわり 
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 健康管理体制 

制 度 名 内     容 

育児休業制度 子が1歳に達する日（満１歳の誕生日の前日）または、子が1歳6ヵ月を超えない範囲を上限 

育児のための短時

間勤務制度 

３歳に満たない子をもつ従業員が、始業時刻から１時間と終業時刻までの１時間で１日２時間、 

就業時間の短縮が可能。 

子の看護休暇 
小学校入学前の子をもつ従業員が、子の看護のために、1人につき年間累計5日まで取得 

（2人以上は年間累計10日まで） 

介護休業制度 要介護状態にある家族を看護・介護する従業員が、要介護者1人につき９３日の範囲 

介護休暇 
要介護状態にある家族の介護を行う従業員が、要介護者のために、1人につき年間累計5日（2人

以上は年間累計10日まで） 

残業・休日出勤・ 

深夜勤務の制限 

小学校入学前の子をもつ従業員、ならびに、要介護状態にある対象家族を介護する従業員 

 社員が心身共に健康で過ごすことができるよう、きめ細かい健康管理対応を心掛けています。 

  身体の健康のみならず、近年、社会的関心が高まっている心の健康管理についても（メンタルヘルスケア）、相談体制

を整え、メールや電話での受付などで、従業員の心のケアなどに積極的に取り組んでいます。 

  （メンタルヘルスケアマネジメント第２種取得） 

 労働災害発生件数の推移 

   経営の重要課題として従業員の安全・健康の確保に力を注ぎ２０１１年３月「安全強化タスクフォース」を設置

しました。安全管理活動の総点検、過去に発生した事故、災害の徹底分析・再発防止策の検討、安全強化意

識向上のための取組検討など、安全強化の改善に取り組んでいます。 

  しかし、２０１３年度も依然として、「ゼロ災害」は達成できませんでした。 

  このような災害の再発を防ぐため、重篤な災害をはじめとするあらゆる災害リスクの抽出・低減・管理を見直すと

ともに、人の行動特性に着目した教育などを通し,危険に対する感度の向上をめざしています。 

 

東日本事業部 

  労働事故・災害 交通事故・災害 合計件数 

2011年度 １件 １件 ２件 

2012年度 １件 ４件 ５件 

2013年度 ５件 ４件 ９件 

南日本事業部 

  労働事故・災害 交通事故・災害 合計件数 

2011年度 ２件 ２件 ４件 

2012年度 ５件 １０件 １５件 

2013年度 ６件 ５件 １１件 
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  社会性報告 

 社内報の発行 

   経営方針・戦略の浸透だけではなく、経営陣と従業員の相

互理解と信頼関係、従業員同士との絆を深め、そして学習の

場としての役割を担って定期的に社内報を発行しています。 

  社内報を通じて、旬の話題、安全・衛生情報、社内イベント

などを伝えるだけではなく、労働災害事故の原因や対策事例

の周知も図っています。 

  

 安全意識改革 

   過去、職場や現場で発生したヒヤリハットやさまざまな事故を教訓に「コスモテック安全十則」を制定しま

した。 

 社員一人ひとりの安全意識高揚を中心に啓蒙、PR活動をしていきます。 

  

 安全パトロールによる不安全箇所（危険源）の撲滅 

   労働災害の発生を未然に防ぐには、「何よりも職場に不安全な箇所があってはならない」との考えから、

安全パトロールを強化しています。 

 構内全域のパトロールを実施し、不具合があればその場で指摘してすぐに改善しています。パトロールの結

果は数値で評価し、改善の成果が分かるように工夫して従業員の改善意欲向上につなげています。 

    

 社員が仕事を通して充実した社会生活を送るために、より生き生 

きと働ける職場づくりをめざしています。 

そのために「社員の健康サポート」「労働安全衛生の推進（法令遵

守）」「安心して働ける職場環境づくり」を労働安全衛生活動の3本柱

と位置付け、定期的に社内報を通じて周知し心身の健康づくりはもち

ろんのこと、充実した職業生活を総合的に支援しています。  

 労働安全衛生への配慮 

 社内レクリエーション行事の積極実践 

    

 従業員のサークル活動支援やレクリエーション支援など事業部

内交流及び親睦の一環として健康とリフレッシュのため福利厚生の

充実にも努めています。 
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  地域社会とのかかわり 

    企業活動の枠を越えて、地域や社会、人の役立つ活動を推進します 

 

社員の気持ちから生まれる自発的なボランティア活動を支援し、社会貢献活動を推進しています。 

 ＥＣＯ ＣＡＰ活動 

執務室内・ビル共用スペースに回収箱を設置しキャップを分別回収することにより、焼却処分によるCO2発生の削減

や、また埋め立て処分など土壌汚染による地球環境破壊を減らすことにも寄与しています。 

2013年度実績として約17,520個のキャップを回収、ワクチンとして約2２人分、CO2削減138.40kgの効果が出ました。 

 ベルマーク運動 

 「すべての子どもに等しく豊かな環境で教育を受けさせたい」という願いのもと始まったベルマーク運動

にコスモテックは協賛会社として参加しています。 

この運動は、自分たちの学校設備や環境を充実させると同時にへき地の学校や「災害被災校」「特別支援学

校」そして、発展途上国の子どもたちへの援助にもつながっています。 

 

2013年度、ベルマーク580枚、計1,072.1点のベルマークを教育助成財団へ寄付し、お礼状が送られてきま

した。 

 使用済み切手回収運動 

  お客様やお取引先様からいただく郵便物などに使用されている

使用済み切手を回収し、ＪＯＣＳ（日本キリスト教海外医療協力会）

へ寄付させていただいております。使用済み切手は、ＪＯＣＳを通じ

て、切手収集家の方々のご協力のもと資金化され、アジアを中心と

して医療に恵まれない地域への医療従事者派遣や、各国で医療

従事者を目指す人々の援助に役立たれています。 

 

  数量（㎏） 個数（約） ワクチン：人数 CO2削減効果 

2012年（本 社） 29.5㎏ 11,800個 14.7人分 −92.92㎏ 

2012年（南日本） 21㎏ 8,400個 10.5人分 −66.15㎏ 

2013年（本 社） 20.5㎏ 8,200個 10.3人分 −65.0㎏ 

2013年（南日本） 23.3㎏ 9,320個 11.7人分 −73.4㎏ 

2013年 合計 43.8㎏ 17,520個 22人分 138.40㎏ 
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 サンタクロース ボランティア 

 千代田区社会福祉協議会主催の交流イベント サンタクロース

ボランティアに昨年からコスモテックも参加しています。 

２０１３年度は、12月14日（土）に実施されました。 

このイベントでは、ボランティアがサンタクロースに扮し、保育園や

子育てサロン、高齢者施設や被災地から避難された方々の住宅

などを訪問し、手作りの暖かいクリスマスプレゼントの贈呈や歌の披

露をしてレクリエ－ションなどを行います。 

 「福祉まつり」運営ボランティア 

 地域の活性化の一環として、千代田区社会福祉協議会主催の「ちよだ福祉まつり」に運営ボランティア

として協力しています。2013年度は10月12日に行われました。福祉まつりでは「千代田区に住み、働

き、学ぶ広範な市民が福祉まつりを通じて多様な人々と出会い協働し、地域とのつながりを深め、ともに

支えあういきいきとした”ちよだの福祉コミュニティ”を創る」を目的としています。 

猛暑の中たくさんの来客者で賑わい、コスモテックでも、「こども縁日コーナーや防災に関するコーナー

に携わりました。 

 地域清掃活動 

 地域・社会貢献活動の一環として、各事業所周辺の清掃、及び地方自治体が主催する清掃活動への参加を行って

います。 

５月、１月には、ロケット打上げ前の道路清掃「歩け歩け健康つくり（MHI主催：島間港～種子島宇宙センター間）にも参

加しました。 

 今後も近隣の皆さまへ配慮した活動を継続的に行っていきます。 

 環境文化教育 

地域社会とのコミュニケーションを深める環境文化教育などを実施しています。 

毎年、生物多様性保全への取り組みを重要テーマに位置づけ、地域の学生を対象にした環境教育を行っています 

これまでは、事業活動に伴って生じる環境負荷の低減のためにさまざまな取り組みを推進してきましたが、今後は社会全

体の環境負荷の低減に注力していく必要があると考えています。そうした認識のもと、地域社会の人々とともに環境負荷

低減に取り組むための啓蒙活動を展開していきます。 

 

 マッチングギフト制度活動 

 千代田区の「ちよだボランティアクラブ」と「マッチングギフト制度」に賛同しマッチング企業としてボ

ランティア活動に取り組んでいます。 

 

マッチングギフト制度は、従業員1人ひとりがボランティアを行った時間に応じた金額（１時間あたり1,000

円を基準）を「ちよだボランティアセンター」を通し福祉施設や学校等に寄付をするシステムです。 

 

2013年度（平成25年1月～平成26年１月）は、25,000円の寄付ができました。 

この活動は、会社としてまとまって活動する必要がなく、従業員が個々の都合に応じてボランティア活動に

参加することができるため、より多面的な社会貢献に参加することができ、活動、交流を通して、気付きや

経験を増やして継続的に取り組んでいます。 
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  社会性報告 

 さくら再生チャリティ ウォーク 

 

千代田区の花「さくら」は、区内に３０００本を越え、さく

らの名所として知られています。  

しかし、近年その樹勢が衰えてきており、老齢化に加え、生

育環境の変化なども影響していると言われています。千代田

区ではさくらの育成状態の調査をしながら、同時に再生作業

を進めるプロジェクトが始まっています。  

コスモテックでは、社員やご家族の皆さんと満開の美しいさ

くらをイメージしながら、楽しく学ぶ散策を行いました。皆

さんの参加費の一部は、さくら再生のための「さくら基金」

および陸前高田市の津波到達点上に桜を植樹し、震災を後世

に伝える為のプロジェクト「桜ライン３１１」に寄付しま

す。千代田のさくらとさくらを想う人の気持ち、そして、さ

くらを通じて被災地への気持ちをつなげる取り組みになれば

と願っています。  

 「一番町特別養護老人ホーム利用者との散策会」ボランティア  

 一番町特別養護老人ホームは、要介護認定で要介護と認定された方で、常時介護が必要で自宅で介護を受けること

が困難な方の生活の場です。コスモテックでは４月５日（土）に外出の機会が限られている利用者のために「散策

会」を開催しました。当日は、あいにくの雨により外出は叶いませんでしたが、ホーム室内での活動「シーツ交換」

「メイクボランティア」で交流を図りました。 
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  環境報告 

環境マネジメントシステム 

 

「地球の温暖化」を食い止めるため、世界中で現在多くの試みが行われています。 

 

事業活動を行う際に地球資源の使用や地球環境への負担を最小限に抑える「使わない」、事業活動の結果 

として排出されるＣＯ２や廃棄物を可能な限り「出さない」との方針のもと、温室効果ガス排出低減を図ってい 

ます。 

 経営トップをその統轄責任者に捉え、それぞれの特性に応じた環境マネジメントシステムプログラムを推進する 

体制になっています。 

また、社員一人ひとりが環境への意識を高められるように、定期的な環境教育を実施しています。 

 ＩＳＯ １４００１ 認証取得状況 

 ISO１４００１の認証を取得だけでなく成熟向上をめざし環境活動の全社促進を図っています。 

 登録年月日  登録機関 

本  社 2006年10月11日 JACO 株式会社 日本環境認証機構 

東日本事業部 2005年12月25日 LRQA ロイドレジスターｸクオリティアジュアランスリミテッド 

南日本事業部 2005年11月25日 KHK 高圧ガス保安協会 
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 環境方針の制定 

  本社 環境報告  

 持続的な社会の発展を可能とするためコスモテック本社では、２００６年に「環境方針」を制定し、環境理念と基本方

針を公表し、浸透を図っています。 

㈱コスモテック本社 環境方針 

我々は、日本の宇宙開発を支える企業の本社として、設備の保全運用等の業務を実施するに当って、地球環境の

維持・保全が最重要課題の一つであることを認識し、環境方針を次のとおり定める。 

第一に、技術的、経済的に可能な範囲で環境目的及び目標を定め、これらの達成を目指すとともに必要な見

直しを行い、環境マネジメントシステムの継続的改善を行うことにより、環境汚染の予防に努める。 

 

第二に、環境関連法規、その他の規制等を順守するとともに、自主的基準を設けてこれを適正に管理する。 

 

第三に、廃棄物や二酸化炭素排出量の削減及びグリーン購入の推進、並びに、環境を考慮した全社的な計

画立案及び統制などにより環境負荷の低減に取り組む。 

 

第四に、環境問題に対する意識を高めるため、組織で働く又は、組織のために働くすべての人への環境教育

を実施し、この環境方針の周知、徹底を図る。 

 

第五に、この環境方針は外部にも公開する。 

平成２４年 ６月２５日 

株式会社コスモテック 

代表取締役社長 虎野 吉彦 

 本社における環境目標とその実績 

  ここ数年、環境に対する地球規模での低減や地域での法改訂などが頻出していますが、コスモテックに 

おきましては、これらを真摯に受け止め、制定した環境方針に従い、日々環境対策に取り組んでいます。 

 

事業活動を行う際に地球資源の使用や地球環境への負担への負担を最小限に抑える「使わない」、 

事業活動の結果として排出されるＣＯ２や廃棄物を可能な限り「出さない」との方針のもと、環境負荷の 

低減を進めるとともに、温室効果ガス排出量低減を図っています。 
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  本社 環境報告  

環

境

報

告 

活動項目 2013年度目標 目標値 実績値 
達成 

状況 

掲載 

ﾍﾟｰｼﾞ 

地球温暖化防止 

・省エネルギー 
電気使用量削減 

34,099ｋWｈ 

12,753㎏ 

31,499kWｈ 

11,780㎏-CO2 
◎ ２２ 

廃棄物削減 

   ・リサイクル 

OA用紙削減 

用紙削減指数：32% 

１－（「用紙枚数｣/「ページ

数」）×１００ 

34.5４% ◎ ２３ 

分別によるリサイクル率の

達成 
リサイクル率：85% 87.87% ◎ ２４ 

グリーン購入 グリーン購入比率の達成 購入率：９５% 100% ◎ ２５ 

環境配慮活動の推進  

省エネ対策の立案 
省エネ立案：１アイテム 

         以上 
 １件実施 ◎ ２５ 

環境配慮活動に配慮した

予算編成の示達 

予算編成時及び先行投資の

意思決定にあたり、各事業部

（部門）の環境活動を配慮す

る。 

各事業部へ 

示達実施済 
◎ ２６ 

新エネルギー事業へ 

の参入  

次期中期経営計画へ新エネ

ルギー事業の提案 
 ◎ 

発電設備の工事完了 工事の延長 △ 

全社的な環境活動モチ

ベーション向上 

環境の取組みへの表彰制度 

 １件以上 

永続活動表彰: 

組織3団体、 

       個人：3名 

ＥＭＳ貢献者表彰:１名 

◎ ２７ 

環境配慮活動に関するカ

イゼン提案の推進 

業務改善提案 

 ５件/年 
０件 △ ２７ 

社

会

性

報

告 

地域社会との 

共生・社会貢献 

地域社会との交流・ボラ

ンティア活動への参加 
１回／年 ４回 ◎ ２８ 

ECO CAP活動 
ワクチン：人分 

10.3人分 

CO２排出量 

６５㎏－CO２ 
２８ 

中

期

経

営

計

画

に

掲

げ

る

施

策

の

推

進 

情報インフラ整備及び

業務合理化の推進を

図る 

出張会議とＴＶ会議の人

移動の環境負荷の低減

効果評価 

121.618㎏-CO2 

￥38,693,400.- 
２９ 

２６ 

【凡例】 ◎：達成  ○：ほぼ達成（概ね達成）  △：未達成（もう一歩）  ×：未実施 
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  地球温暖化防止・省エネルギー 

  本社 環境報告  

 電気使用量削減（二酸化炭素排出量の削減） 

2013年度（神田ビル）実績（7～3月分）と2011年度旧ビル（日本橋）実績値を参考に削減比率にて日本

橋ビル実績より25%削減を目標に取組ました。（２０１２年７月に日本橋ビルから神田ビルに移転） 

昼休みや勤務時間前の照明原則全部消灯、クールビス・ウオームビズ実施、空調設置温度のこまめな管

理等環境負荷低減活動を継続時に取り組み2012年度実績より約11％の削減が図られました。 

この実績評価を基に継続的に環境負荷低減に向けた施策を展開していきます。 

環境目的 2013年度 環境目標 

電気使用量削減 34,099ｋWｈ 

達成状況 ： ◎ 達 成 (実績 31,499kWh 二酸化炭素排出量 11,780㎏-CO2 
（2012年度 実績：35,339ｋWｈ 13,216㎏-CO2） 

エネルギー 
二酸化炭素 

排出係数 

２０１１年 ２０１２年 ２０１3年 

使用量 
二酸化炭素

排出量（㎏） 
使用量 

二酸化炭素

排出量（㎏） 
使用量 

二酸化炭素

排出量（㎏） 

電力 0.374㎏/kWh 45,392 16,976 35,339 13,216 34,099 12,753 

対前年比 △１４％ △２２％ △３．５％ 

一人あたりの二酸化酸素 

排出量（㎏/人） 

        （人数：20名） 

848 660 638 

 

《取り組み事例》 

◆ 事務所内、照明設備のこまめな消灯（昼休みの消灯、未使用執務室の消灯 等） 

◆ LEDスタンド照明活用 

◆ SUPER COOLBIZ・WARM BIZの推奨 

◆ PCの節電・待機モードに切替え設定 

◆ プリンターやコピー機の予熱機能や節電機能活用 

◆ 時間外勤務を行う場合、必要な箇所のみの部分消灯実施 

◆ 空調温度設定の場所によって、メリハリのある温度管理 

◆ 最終退出者の全体の消灯(空調機器含め)確認     など 

◆ ノー残業デイ（毎週水曜日）のメール配信と執務室入り口にポスター掲示 

考 察 
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  廃棄物削減・リサイクル 

  本社 環境報告  

 資源使用量 

「ＯＡ用紙」の削減などオフィスにおけるペーパーレスを推進しています。 

環境目的 2013年度 環境目標 

OA用紙の削減 用紙削減指数：３２％ 

達成状況 ： ◎ 達成 (実績 ３4.54％ 98,466枚） 
（2012年度 実績：両面比率：32.5％ 103，420枚） 

 

《取り組み事例》 

◆ 複合機はスキャン機能を優先的に使用し、できるだけ電子文書で活用 

◆ コピーの使用に際しては、両面コピーの使用を励行 

◆ 使用済み用紙の裏面を活用 

◆ 電子文書は、むやみに印刷せず、できる限り電子文書のままで活用・保管 

考 察 

 2013年度ペーパーレス運用の監視指針値を「用紙削減指数」（ページ数に対して用紙数を削減出来た比率）

により努力数値による意識向上で削減を行いました。 

2012年度より4,954枚枚削減され、環境負荷の低減を図ることができました。 

 

ペーパーレス化の推進には一人ひとりが真剣に取り組むことが大切であり、印刷物の必要性を考えたり、文書の

メール配信や両面印刷、集約印刷を行いＯＡ用紙使用削減に一層取り組んでいます。 

     

     用紙削減指数（％）=１－（「用紙枚数」／「ページ数」）×１００ 
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  廃棄物削減・リサイクル 

  本社 環境報告  

 廃棄物排出量 

コスモテック本社では限られた資源の有効活用や廃棄物による地球環境への負荷を低減する観点から、

廃棄物を分別・リサイクルする事により、最終処分される廃棄物の削減に取り組んでます。 

 

資源の使用量と排出量を定量的に把握し、事業活動などにおける環境負荷低減活動を継続的に推進し

ています。 

 

環境目的 2013年度 環境目標 

ごみ分別の徹底による廃棄物削減 リサイクル率 ： 85％以上 

達成状況 ： ◎ 達 成 (実績 87.87％ 675㎏） 

（２012年度度 実績：85％ 727㎏） 

 

 

 廃棄物の分別を徹底し、適正な処理を行うととも

に、リサイクル可能なものは再資源化に努めていま

す。2013年度は、前年度比、一般廃棄物、7.15%

（675kg）削減となりました。 

環境負荷の低減と資源の有効利用を図るため、廃

棄物の発生抑制・再利用・リサイクルによる推進して

います。 

考 察 

2013年実績 

投   入 

電力使用量 31,499ｋWh 

ＯＡ用紙使用量 98,466枚 

排   出 

ＣＯ2排出量  11,780㎏－ＣＯ2 

廃棄物排出量 675㎏ 

 



 

25       

株式会社コスモテック CSRレポート2014 

 

         

  グリーン購入 

  本社 環境報告  

 環境配慮商品への推進 

環境保全に向けた取り組みの一つとして、コスモテック本社は環境負荷を低減することを目的に、地球環

境への負荷が少ない物品の積極的な購入し、グリーン購入を推進いたします。 

環境目的 2013年度 環境目標 

グリーン購入の推進 グリーン購入比率 ９５％ 

達成状況 ： ◎ 達 成 (実績 100％ ） 

（2012年度 実績：96.8％） 

考 察 

 事務用品購入にあたって、「環境物品等の調達推進等に関する基本方針」を参考基準として基本方針に示す

「特定調達品目」2012年度100品目から2013年度、20品目増加で120品目対象に“グリーン調達活動”を実

施し、目標を達成しました。（追加品目 照明（５） 災害備蓄用品（15）） 

特定品目以外商品についても「環境配慮商品」を優先的に選択し取り組んでいます。 

 

製品の購入にあたっては、その必要性をよく吟味し、使用量、在庫水準を考慮したうえで適正な数量を購入する

ことを原則としています。さらに「デスク･クリーン運動」による「文具回収ボックス」設置により再利用促進を図って

います。 

  環境配慮活動の推進 

 省エネ手段の検討 

節電など省エネへの取り組みが活発化する中、コスモテックでも一丸となって省エネルギー対策に取り組

んでいます。 

環境目的 2013年度 環境目標 

省エネ対策の立案 
省エネとなる対策検討 

立案：１アイテム以上 

達成状況 ： ◎ 達 成 (1アイテム） 

（201２年度 実績：３アイテム） 

 2013年度、電気使用量削減手段として参考にしている「最終退室時間管理票」から算出される「電気使用時

間」の削減のためノー残業ディの意識啓発手段として毎週水曜日、自動配信メールと執務室内及び玄関口にポ

スター掲示を行うことにより推進活動に取り組んでいます。 

 

◆ノー残業ディの啓発による電気使用量削減の改善 

考 察 
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  環境配慮活動の推進 

  本社 環境報告  

環境目的 2013年度 環境目標 

・次期中期経営計画へ新エネルギー事業を柱と

することを提案する 

・別府ﾊﾞｲﾅﾘｰ発電ﾌﾟﾛｼﾞｪｸト達成に向けて南日本

事業部へ支援を行う。 

・新エネルギー事業を柱とすることの提案 

・発電設備の工事完了 

達成状況 ： ◎ 達 成 (常勤取締役会にて計画書の報告 2014/03/31） 

△ 未 達 成 （工事の延長） 

考 察 

 環境配慮活動に配慮した予算編成の示達 

環境目的 2013年度 環境目標 

予算編成時及び先行投資の意思決定にあたり、 

各事業部（部門）の環境活動を配慮する 

   先行投資案件（メガソーラー事業）の 

   検討又は着手 

達成状況 ： ◎ 達 成 (営業活動開始） 

考 察 

 東日本大震災以降、再生可能エネルギーへの関心が高まるなか、2012年7月には再生可能エネルギーの固

定価格買取制度がスタートし、メガソーラー普及に向けた環境が整いつつあります。 

コスモテックでも東日本事業部と本社で屋根貸し太陽光発電事業（新事業）の企画、検討を実施しました。 

化石燃料の利用に伴って発生する温室効果ガスの削減には、資源の枯渇の恐れが少なくクリーンな太陽光や風

力などの再生可能エネルギーの積極的な活用が重要です。技術実証、性能確認によりメガソーラーの普及に貢

献していきます。 

 新エネルギー事業への参入 

2013年度、新エネルギー事業への参入に向け、長期ビジョンの見直しと、それに伴う第6期（2014～2016）中

期経営計画に新エネルギー事業を新たな事業領域として盛り込みました。 

2014年4月には事業基盤を確立するための新エネルギー事業室も新たに立ち上げ、バイナリー発電事業、太

陽光発電事業、水素ステーション事業への本格参入を目指していきます。 
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  本社 環境報告  

  環境コミュニケーションの推進 

 表彰制度 

環境目的 2013年度 環境目標 

全社的、環境活動のモチベーション向上 社内表彰の実施 

達成状況 ： ◎ 達 成  

永続活動表彰：組織3団体、個人：3名 

EMS貢献者表彰：1名 

（2012年度 実績：該当なし） 

考 察 

 2013年度、社内表彰基準の明確化(全社EMS表彰制度 CHEM02-021）を行い、より一層環境配慮活動の

推進及び社内のモチベーション向上を図るため表彰企画内容を見直し取り組んでいます。 

◆表彰の種類の明確化 環境影響軽減による業務改善提案表彰 

                EMS貢献者(個人)表彰 

                EMSグループ(組織)表彰 

                永続活動(個人/組織）表彰（5年単位の任期) 

  環境管理システムの構築、改善並びに環境配慮活動の著しい成果に対し社内表彰制度の実施を行う事に

よって環境保全活動の全社的促進を図っています。 

 カイゼン提案の推進 

環境目的 2013年度 環境目標 

・環境配慮活動に関するカイゼン提案の推進 業務改善提案  ５件/年 

達成状況 ： △ 未 達 成  

考 察 

社内のカイゼン活動の内、環境配慮活動を強化促進するための強化期間を設け促進活動しましたが、目標件数

には至りませんでした。 

２０１４年度は、達成に向けさらなる強化活動を推進します。 
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  地域社会との共生・社会貢献 

  本社 環境報告  

環境目的 2013年度 環境目標 

地域社会との交流、ボランティア活動への積極的

参加 
１回/年 

達成状況 ： ◎ 達 成 （４回／年） 

（2012年度 実績：２回／年） 

考 察 

 ２０１３年４月５日（土）・・・・「一番町老人ホーム利用者との散策会」 

                   雨天のため、「シーツ交換」「メイクボランティア」を実施 

 ２０１３年１０月１２日（土）・・・・「ちよだ福祉まつり」運営ボランティア 

                    縁日コーナー運営や防災コーナー運営を実施 

 ２０１３年１２月１４日（土）・・・・「サンタクロースボランティア」 

                    サンタに扮し保育園や高齢者施設、被災地から被災された方の住宅へ 

                    訪問し手作りプレゼント贈呈や歌の披露などのレクレーションを実施 

 2014年３月９日（土）・・・・・・・「さくら再生チャリティ ウォーク」へ参加 

                    学びながら散策し、参加費の一部は「さくら基金」や陸前高田市の津波到達 

                    地点に桜を樹立し後生に伝えるためのプロジェクトに寄付 

 
ECO CAP活動 

  数量（㎏） 個数（約） ワクチン：人数 CO2削減効果 

2012年（本 社） 29.5㎏ 11,800個 14.7人分 −92.92㎏ 

2013年（本 社） 20.5㎏ 8,200個 10.3人分 −65.0㎏ 

 ボランティア活動への参加 

  社員参加型の社会貢献活動として、地域・社会との調和を図る取り組みを積極的に行っています。 

 環境活動の一環として、ペットボトルのキャップリサイクルに取り組んでいます。不要になったペットボトルのキャップを外して

集め、エコキャップ推進協会を通し、再資源化します。これを原資に発展途上国の子どもたちにポリオ（小児マヒ）、はし

か、BCG等のワクチンを届けるとともに、CO2の排出抑制を推進しています。 
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  情報インフラ整備及び業務合理化

  本社 環境報告  

 ＴＶ環境負荷低減効果の評価 

コスモテックでは全社の会議、説明会などはテレビ会議システムを利用し、移動の抑制による輸送の環境

負荷低減、及び電子プレゼンテーションによるペーパレス化を図っています。 

環境目的 2013年度 環境目標 

出張会議とＴＶ会議の人移動における環境負荷低

減効果の評価 
121,618㎏-CO2 

達成状況 ： 121,618㎏-CO2 削減金額\38,693,400.- 

（2012年 実績：80､475㎏-CO2  ￥25,386,580.-） 

考 察 

 ２０１０年度よりテレビ会議における環境負荷低減効果の評価に取り組んでいます。 

会議参加者が飛行機、電車、バスなどの交通手段を用いて移動し、会議に参加していた従来手段と 

テレビ会議多地点接続サービスを利用するパターンとの比較を行った結果、会議参加者が移動なし 

で会議に参加できるようになるため、移動に関わる環境負荷が削減される大きな効果（約122t-CO2/年 

のCO2排出量を削減）がありました。 

これにより出張旅費も38,693,400円も削減された事が評価されました。 

 

今後もテレビ会議システムの利用促進により環境負荷低減の実現に取り組んでいきます。 

＊機能単位：１人が１年間に出席する会議の一定量の距離を移動するのに要する交通機関の燃料から排

出される二酸化炭素排出量をペースに環境負荷量を評価する。 
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 環境方針の制定 

  南日本事業部 環境報告  

  南日本事業部では、２００５年に、環境への取組み姿勢を明確化し、企業の社会的責任として、環境に配慮した企業

活動を適切に実施するため、環境方針を制定し、環境方針に基づき、環境問題に積極的に取組んでいます。 

㈱コスモテック南日本事業部 環境方針 

 

  

株式会社コスモテック 南日本事業部は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであるこ

とを認識し、「地球環境・地域環境に悪影響を与えない産業活動」を進めるという目的のもと、地域及び

地球の環境保全に努め、環境に配慮した事業活動を行うことを基本理念とします。 

また、当事業部は、宇宙航空研究開発機構殿の設備保全並びに維持管理を行っていることを踏ま

え、自然環境への負荷の少ない循環型の活動と環境を保全・創造するため、以下の方針に基づき環境

管理を行います。 

  

１．当事業部の事業活動が環境に与える影響を常に認識し、環境汚染の予防を図るとともに、技術的・

経済的に可能な範囲で環境目的・目標を定め、必要な見直しを行い、環境マネジメントシステム

の継続的な改善を図ります。 

  

２．当事業部の事業活動にかかわる環境関連法規、条例その他の規制等を順守するとともに、自主基

準を設けて適正に管理します。 

  

３．当事業部の事業活動がかかわる著しい環境側面のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして

取り組みます。 

  

（１）消費エネルギーの大半を占める電力使用量の削減 

（２）事務活動等におけるコピー用紙使用量の削減 

（３）排出されるガス（二酸化炭素）の排出量の削減 

（４）事業部敷地内で発生する廃棄物の再資源化の促進 

  

４．この環境方針の達成のため、環境目的・目標を設定し、当事業部内の取引先等を含む全部門、全

職員をあげて環境管理を推進します。 

  

※この環境方針は、当事業部全部門、全職員に周知するとともに、一般の人にも開示します。 

  

平成21年7月1日 

                                 株式会社コスモテック 南日本事業部 

                                      取締役事業部長 刈屋 茂 
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  南日本事業部 環境報告  

 南日本事業部における環境目標とその実績 （１／２） 

南日本事業部は、中期計画(2011～2013年度)として定めた環境目的を達成すため、単年度目標を定め

て活動を進めています。 

2013年度は以下のとおり定め、各部署はその具体的な環境保全活動を推進して来ました。 

活動項目 
環境目的 

（2011～2013年度） 
環境目標（2013年度） 

達成 

状況 

掲載 

ﾍﾟｰｼﾞ 

マネジメント 

       システム 

ＩＳＯ１４００１の継続的改善を推進 ＥＭＳの継続的改善 ◎ ３２ 

環境汚染の未然防止のためのシステムを確立し、

漏洩等の重大事故を撲滅 
年1回以上の緊急事態訓練による対応手順の改善及び確立 ◎ ３３ 

社内不適合を撲滅させ、不適合に伴う重大事故

や産業廃棄物の排出を抑える。 ＊ 

なぜなぜ分析の確実な実施と、再発防止処置の確実なフォ

ロー ＊ 
◎ ３４ 

グリーン購入 

事業部が調達するグリーン購入アイテムを拡大す

る。 

グリーン購入比率 97%以上 

家電・オフィス用品のグリーン購入比率 

                   ７０%以上 

◎ ３５ 

品質保証部署、設計部署、工事・射場系保全部

署が調達する計測器について、グリーン購入品を

推奨する。 ＊ 

計測器のグリーン購入比率 ＊ 

                   50%以上 
◎ ３５ 

製品の環境配慮 

環境設計基準を確立する 環境配慮設計基準の明確化を行う。 △ ３６ 

製品の分解・廃棄を考慮した設計 設計従事者の教育を行う。 ◎ ３６ 

有害化学物質の 

 使用・排出削減 

危険・有害物の使用量を管理し、削減に努める。 入出庫管理表による製品管理を徹底する。 ◎ ３７ 

事業部が排出するＰＲＴＲ量を管理する。 
有害化学物質の排出量を維持する。 

        前3ヵ年平均値を超えない。 
◎ ３８ 

代替フロンに替わる洗浄方法の検討を行う。要す

れば洗浄設備の改修を行う。 
洗浄設備の更新検討 △ ３８ 

地球温暖化防止 

  ・省エネルギー 

社有車等における燃料消費率を向上又は維持す

る。 

社有車等における燃料消費率を向上する。 

          前3ヵ年平均値比： 1% 向上 
△ ３９ 

省エネ活動を維持する。 

消費エネルギーの管理を行い、従業者への省エネを推進す

る。 
◎ ４０ 

省エネとなる設備・機器を検討する。 

             事業部で6件以上 
△ ４２ 

産業廃棄物 

     ・リサイクル 

一般廃棄物発生・排出量を維持する。 

    前3ヵ年排出総量を超えない 

工事・保全用作業用消耗品の3Rを推進する。 ◎ ４３ 

事務用品、被服の再使用（Reuse）活動を推進する。 ◎ ４３ 

被服・安全保護具類のリサイクルを推進する。 ◎ ４３ 

コピー用紙使用量を削減する。 

   前3ヵ年平均比： 10%削減 

プリンター印刷枚数削減のため、電子化文書の閲覧方法の改

善検討・試行を行う。 
△ ４５ 

紙で管理している各申請書類を電子申請化する。 ＊ ◎ ４５ 

地域社会との 

   共生・社会貢献 

地域社会との交流、ボランティア活動への積極的

参加 
環境に関する各種ボランティア参加を推進する。 ◎ ４６ 

地域社会に対して環境問題の重要性を展開す

る。 
環境問題の重要性を地域社会へ広める講話を行う ◎ ４６ 

株式会社コスモテック CSRレポート2014 

【凡例】 ◎：達成(良好）  ○：ほぼ達成（概ね達成）  △：未達成（もう一歩）  ×：未実施 ※上記表の＊で示す箇所は、2012年度からの変更点を示す。 



 

32       

 

         

  マネジメントシステム 

  南日本事業部 環境報告  

 継続的改善 

環境目的 2013年度 環境目標 

ＩＳＯ １４００１ の継続的改善を推進 EMSの継続的改善 

達成状況 ： ◎ 良 好 

（2012年度 達成状況： ◎ 良 好 ） 

考 察 

《ＥＭＳの継続的改善活動取り組み事例》 

◆ 各部署におけるEMS教育 

各部署とも年１回以上のEMS教育実施 

◆ 各部署長による作業場所・担当建屋等の４S巡視確認 

各部署は巡視確認を毎月実施し、良好な状態の維持 

◆ 環境改善のための業務改善提案の推進 

全従業者に対しＥＭＳに関するものも含め改善提案活動を推進 

201３年度はEMSに関する改善提案は１0件提出(表－１） 

改善提案件名（表－2） 

 

提 案 件 数 

  総件数 ＥＭＳ関連 

平成2１年度 84 9 

平成23年度 145 16 

平成24年度 128 25 

平成25年度 136 16 

平成22年度 94 8 

 【表-2】 

No. 提案件名 提案課 

1 衛星系に使用するボンベカバーの改善 推進設備課 

2 
射場支援棟内ﾀﾊﾞｺの集塵装置の個室化及び物置場・休憩室（来客用控室）の

増設 
射場支援課 

3 第１器材保管庫のLEDへの変更について 射場支援課 

4 証明写真撮影用カメラの変更 総務課 

5 夏の時期の室温上昇を抑える。 内之浦出張所 

6 コスモテック社員名刺への再生紙使用の表示（Recycled Paper）実施 総務系次長 

7 茎永事務所内照明の人感センサー化 企画営業課 

8 エアコンと扇風機併用運転のすすめ 総務課 

9 茎永事務所２Ｆ用 シュレッダーの更新 技術課 

10 文書番号登録のオンライン化 品質保証課 

株式会社コスモテック CSRレポート2014 

新規取引先及び既存取引先に対して、ダイレクトメール・FAX等にてＥＭＳ活動の協力依頼と 

グリーン購入に有益な情報収集・各部署への展開を取引先159件に対し、協力依頼を実 

施し継続的に推進しています。 
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  マネジメントシステム 

  南日本事業部 環境報告  

 環境汚染防止システムの確立 

環境目的 2013年度 環境目標 

環境汚染未然防止のためのシステムを確立し、

漏洩等の重大事故を撲滅 

年１回以上の緊急事態訓練による対応手順の改

善及び確立 

達成状況 ： ◎ 良 好 

（201２年度 達成状況： ◎ 良 好） 

考 察 

◆ 2013年度は、塗料・洗浄用溶剤の漏洩／流出を想定した緊急処置手順書の妥当性を訓練にて確認

しました。 

 

【緊急処置訓練(総務・営業・安全・品証・技術・工事】 

◎実施日   ： 平成25年12月25日 

参加人数  ： 33名 

訓練内容  ：  

１）緊急処置指示書（１）「運搬中に危険物・有害物の漏洩／流出が確認された場合」 

２）緊急処置指示書（２）「塗料倉庫より塗料等の漏洩／流出が確認された場合」 

３）緊急処置指示書（３）「組立試験棟よりＩＰＡ等の洗浄用溶剤の漏洩／流出が確認さ 

  れた場合）」 

〈緊急処置訓練の様子〉 
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  マネジメントシステム 

  南日本事業部 環境報告  

 社内不適合の撲滅 

環境目的 2013年度 環境目標 

社内不適合を撲滅させ、不適合に伴う重大事故

や産業廃棄物の排出を抑える 

なぜなぜ分析の確実な実施と、再発防止処置の

確実なフォロー 

達成状況 ： ◎ 良 好 

（201３年度 追加目標） 

考 察 

 2013年度は、以下の活動に取り組みました。 

◆ 品質保証部署におけるなぜなぜ分析の実施及び打ち手の処置状況確認 

 

品質保証部署において、定期的に処置状況のフォローを行いました。 

 

◆ 各部署によるオペミスによる不適合件数を昨年度未満に抑制する活動の展開 

 

2012年度件数 5件に対し、2013年度は下記の2件でした。 

各部署は、毎月の作業場巡視やノウハウ集を利用し、不適合発生の抑制に努めました。 
 
CTQ-13-014C：外注業者によるフレキ穴加工不良 
CTQ-13-015C：工具室外壁 埋設配管の損傷 

〈配管製作棟 配管自動溶接機による配管溶接〉 
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  グリーン購入 

  南日本事業部 環境報告  

 グリーン購入 

考 察 

平成25年度は、事務用品：40品目、家電オフィス用品：22品目の調達を行いました。これらのグリーン法適合

品の購入比率はどちらとも目標値を上回る良好な結果となりました。 

環境目的 2013年度 環境目標 

事業部が調達するグリーン購入アイテムを拡大す

る 

事務用品のグリーン購入比率 ９７％以上 

家電・オフィス用品のグリーン購入比率を 

                    ７０％以上 

達成状況 ： ◎ 達 成 

【実績】事務用品  97.1％ 

家電・オフィス用品 96.4％ 

(201２年度 達成状況 ◎達 成) 

「環境物品等の調達推進等に関する基本方針」（平成２３年２月閣議決定）を基準に“グリーン調達活動” を 

実施しています。 

 計測器購入 

環境目的 2013年度 環境目標 

品質保証課、設計部署、工事･射場系部署が調

達する計測器について、グリーン購入品を推奨す

る 

事務用品のグリーン購入比率 ９７％以上 

家電・オフィス用品のグリーン購入比率を 

                    ７０％以上 

達成状況 ： ◎ 達 成 

【実績】  100％ 

(201３年度 追加目標) 

「環境物品等の調達推進等に関する基本方針」（平成２３年２月閣議決定）を基準に“グリーン調達活動” を 

実施しています。 

考 察 

計測器購入について、ＩＳＯ１４００１取得業者を選定し、圧力計１台を購入しました。 
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  南日本事業部 環境報告  

  製品の環境配慮 

 環境配慮設計 

環境目的 201３年度 環境目標 

環境設計基準の確立 環境配慮設計基準の明確化 

達成状況 ： △ 未 達 成(継続取組み中) 

(2012年度の達成状況は △ 未達成) 

◆基準の明確化 

環境配慮設計基準確立を目指した取組を実施中ですが、2012年度と同様に明確化に至りま 

せんでした。 

今後も引き続き設計基準の明確化を目標に取り組んでいきます。 

考 察 

 分解・廃棄考慮設計 

概念設計の段階から製品廃棄までを構想できる人材育成を目指しています。 

環境目的 2013年度 環境目標 

製品の分解・廃棄を考慮した設計 設計従事者の教育を行う 

達成状況 ： ◎ 達 成 
(2012年度 達成状況 ◎ 達成) 

考 察 

◆設計従事者の教育 

 「製品ライフサイクル」に関する知識のレベルアップを図るために設計従事者全員に対し、技術課内

で教育を行いました。 

 

 お客様より受注した内容については品質マネジメントシステム（ＱＭＳ）における設計管理にて設計審

査（デザインレビュー）を行います。 この審査において環境配慮性の評価を行います。2013年度で

は、受注した13件についてデザインレビューを実施しました。 



 

37       

株式会社コスモテック CSRレポート2014 

 

         

  南日本事業部 環境報告  

  有害化学物質の使用・排出削減 

 危険・有害物の使用量管理 

■有害化学物質の使用・排出削減について■ 
 当社は「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」（化管法）の適用事業者

には該当していませんが、業務上使用する有害化学物質の排出量の管理を積極的に行っています。  

塗料などに含まれる有害化学物質は環境リスクが高く、それを使用する関係作業者への環境配慮教育及び安全教

育を行い、今後も排出量管理を行っていきます。 

環境目的 2013年度 環境目標 

危険・有害物の使用量を管理し、削減に努める 
従来通り、入出庫管理表による製品管理を徹底す

る 

達成状況 ： ◎ 達 成 

(2012年度 達成状況  ◎ 達成) 

◆ 危険・有害物の在庫管理台帳と製品の相違がないよう、確実な記帳を行いました。 

◆ 期限切れ品の誤使用防止として危険・有害物の在庫品に「保管期限」を行いました。 

◆ 作業前には使用する危険・有害物製品のＭＳＤＳを入手し、関係作業者への周知を行いました。 

考 察 

排出量の管理 

考 察 
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  南日本事業部 環境報告  

考 察 

◆ 工事・保全で使用する塗料の環境配慮製品への切替えを積極的に顧客へ行いました。 

◆ ＰＲＴＲ制度に準じ、有害化学物質排出量の記録管理を行いました。 

◆ 2013年度は塗装工事が例年より少なかったため、実績が大幅減になっています。 

 代替フロンの切替え検討 

【有害化学物質の排出量 過去３年比較表】 

 取扱総量(㎏) 排出量(㎏) 排出比率(％) 

2010年度 1,564 679.7 43.5％ 

2011年度 1,234 544.2 44.1％ 

2012年度 3,798 769.7 20.2％ 

3ヵ年平均 2,199 664.5 30.2％ 

2013年度 312 73.2 23.5% 

当社は、お客様の洗浄要求により洗浄用代替フロン（HCFC）を使用していますが、その使用量は毎年増加傾向にあ

ることから、自社で再生装置を導入し再生液による利用を行い、新液の購入量を抑える取り組みを実施しています。 

しかしながら、最終的には廃液または気化を免れることができません。 

このことから、「環境配慮型」の新たな洗浄方法について、お客様に対する検討・提案活動も重要な環境活動と捉え

ています。 

環境目的 2013度 環境目標 

代替フロンに替わる洗浄方法の検討を行う 洗浄設備の更新検討 

達成状況 ： △ 未達成 継続調査・検討中 

(2012年度 達成状況 △ 未達成 継続調査 未達成) 

 排出量の管理 

環境目的 2013年度 環境目標 

事業部が排出するＰＲＴＲ量を管理する 

有害化学物質の排出量を維持する 

       前３ヵ年平均値を超えない 

  

達成状況 ： ◎ 達 成 

(2012年度 達成状況 △ 未 達 成) 
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 有害化学物質の使用・排出削減 

  南日本事業部 環境報告  

 代替フロンの切替検討 

考 察 

洗浄設備の更新検討について現在のところ代替洗浄用溶剤（フロン３６５）の使用、もしくは 

水系洗浄設備の導入が検討されていますが、まだお客様の方で方針が決定されていないこと 

から、具体的な構想が進んでいない状況です。 

今後、お客様の方針が決定次第、その方針に合わせた設備の改修を進めていく予定です。 

【代替フロンの使用量】 

  2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 

使用量（L） 638 448 224 144 

再生量（L） 116 0 0 ０ 

廃液量（L） 0 0 0 0 

気化量（L） 165 384 160 10 

 

 社有車等燃料費率の削減と維持 

環境目的 2013年度 環境目標 

社有車等における燃料消費率を向上又は維持する 
社有車等における燃料消費率を向上する   

 （前3ヵ年平均値比：１％向上） 

達成状況 ： △ 未 達 成 

(2012年度 達成状況 ◎ 達成) 

考 察 

燃費率は、前３ヵ年平均値比-0.17%の実績となりました。 

アイドリングストップ車を１台購入したものの、例年に無い猛暑と年々劣化する車両に要因があるので 

はと、、考えられます。 

        今後は、現状を維持する為、駐車時のアイドリング及びエアコン停止等こまめな対策及び、随時アイドリ 

         ングストップ車に切り替えを検討し積極的に取り組んでいます。  

＜主な取り組み内容＞ 

・給油時のタイヤ適正空気圧確認。 

・エコドライブ状況について安全管理室の街頭指導 

・社有車毎の走行距離、燃料消費量及び燃料消費率を算出結果の公開 

地球温暖化防止・省エネルギー 
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  南日本事業部 環境報告  

 社有車等燃料費率の削減と維持 

 
年間 走行距

離（km） 

給油間 走行

距離（km） 

燃料消費量

（L） 

燃料消費

率（km/L） 

2010年度 470,741 470,362 39,623 11.87 

2011年度 392,589 390,036 32,659 11.94 

2012年度 405､805 407,731 33,789 12.06 

過去3ヵ年平均 423,045 422,710 35,357 11.96 

2013年度 393,021 393,136 32,918 11.94 

過去３年平均との燃費向上率燃費向上率 −0.17％ 

 省エネ活動維持 

環境目的 2013年度 環境目標 

省エネ活動を維持する 
消費エネルギーの管理を行い、従業員への省エネ 

を推進する 

達成状況 ： ◎ 達 成 

(2012年度 達成状況 ◎ 達成) 

◆従業者への省エネ啓蒙活動として、毎月エネルギー消費量の情報をグラフ化して開示しています。  

目標値 実績値 結果 

110，000kWh以下 103,920kWh 達成！ △6,080kWh 

◆省エネ活動 

○事務所内、照明設備のこまめな消灯 

      (昼休みの消、未使用執務室の消灯 等) 

○定時退社日の推進 

○空調運転の推奨温度設定 など 

  使用量実績(ｋＷｈ) 

2010年度 111,978 

2011年度 98,424 

2012年度 97,674 

3ヵ年平均 102,692 

2013年度 103,920 

【電気使用量の削減】 
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  南日本事業部 環境報告  

 省エネ活動維持 

【電気使用量の削減】 

【水消費量の削減】 

目標値 実績値 結果 

６００ ｍ3以下 ５２8 ｍ3 達成！ △72 ｍ3 

◆省エネ活動 

 トイレ、台所など水まわり設備の水漏れや蛇口の緩み点検 

  使用量実績(ｍ3) 

2010年 583.0 

2011年 605.0 

2012年 525.0 

3ヵ年平均 571.0 

2013年度 528.0 

考 察 

2012年度は、部外者の正利用の防止対策として屋外水道の鍵付き変更を実施し、９月までの使用量は

平均を下回っていましたが、１０月、１１月、２月にはまた再び平均を上回る使用量となっていました。調査し

た結果、事務所トイレの給水タンクレバー不良による漏水がその原因であることが判明しました。 現在、利用

者への注意喚起及び退社時チェック項目により漏水対策中です。 
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  南日本事業部 環境報告  

 省エネ活動維持 

【ガス消費量の削減】 

目標値 実績値 結果 

６０ ｍ3以下 ３８．２ ｍ3 達成！ △２１．８ ｍ3 

◆省エネ活動 

 ガス器具のガス漏れ点検、保温ポットの使用 
 使用量実績(㎥) 

2010 年 56.6 

2011 年 48.4 

2012 年 44.8 

3ヵ年平均 49.9 

2013年度 38.2 

【省エネ設備・機器導入の検討】 

環境目的 2013年度 環境目標 

省エネ活動を維持する 
省エネとなる設備・機器を検討する 

        目標値：６アイテム以上の立案 

達成状況 ： △ 未達成 （３アイテム） 

(2012年度 達成状況 △ 未達成) 

考 察 
設備・機器等の新規購入又は更新の際常に、省エネ仕様・エコラベルを基準として選定し 

ています。 

省エネ使用の製品選定の継続を図りながら、新規、省エネ私用製品の提案を積極的に 

取り組んでいます。 
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 廃棄物削減・リサイクル 

  南日本事業部 環境報告  

 一般廃棄物排出量の維持 

考 察 

環境目的 2013年度 環境目標 

一般廃棄物発生･排出量の維持 

       前３ヵ年排出総量を超えない 

・工事・保全作業用消耗品の３Rを推進する。 

・金属（鉄・ステンレス・アルミ他）の分別を確実に

実施する。可能な場合は有価物として処理する。 

・事務用品、被服類の再使用（Reuse）活動を推進

する。 

・被服・安全保護具類のリサイクルを推進する。 

達成状況 ： ◎ 達 成 

(2012年度 達成状況 ◎ 達成) 

作業で使用する消耗用具類の３Ｒ活動及び金属の分別を実践し、廃棄物の削減を推進しています。 今

年度、有価物としての実績は発生しておりません。 

また、塗装用刷毛類については、使い捨てを止め、再使用できるように作業後の清掃をこまめに行い、廃棄物

抑制に貢献しています。 

３R活動を実践し、廃棄物の削減を推進しています。 

  ＜３Ｒ活動＞ 

   ①リデュース ・・・ 再使用可能な事務用品の購入 

②リユース ・・・ パイプファイルの回収と再使用、返却作業衣の再使用 

   ③リサイクル ・・・ 町役場指定のごみ分別による資源ごみへの分類、エコキャップ運動、 

アルミ缶のリサイクル業者への搬出、 

ミドリ安全(株)「回収型リサイクルシステム」の活用 

       ＜再使用（Reuse）活動実績＞ 

 

再使用品 実績 

パイプファイル ０冊 

被服類 12着 

＜エコキャップ運動＞ 

            NPO法人エコキャップ推進協会（ECOCAP）に約9,320個のエコキャップを送付することができました。この

活動は、平成23年度から継続して実施しており、現在約2,840個（重さにして約7.1Kg）のエコキャップがあ

つまっています。この集めたエコキャップも昨年度と同様に業者の協力を得てNPO法人エコキャップ推進協

会に送付する計画です。 

                                                      

            

           なお、この活動は、リサイクル活動と同時に、ワクチン寄付活動へも貢献できます。  

二酸化炭素削減効果 △73.43㎏ 
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 廃棄物削減・リサイクル 

  南日本事業部 環境報告  

 一般廃棄物排出量の維持 

考 察 

 一般ごみ（kg） 資源ごみ（kg） 産業廃棄物（kg） 

2010 年度 1,400 2,235 10,572 

2011 年度 1,825 3,150 10,793 

2012 年度 1,345 2,900 10,067 

3ヵ年平均 1,523 2,762 10,477 

2012年度 1,680 3,090 26.963 

■ 一般廃棄物について ■ 

排出される「一般ごみ」は、南種子町の指定分別方法により、資源ごみへの分別が積極的に

行われるようになり、廃棄される一般ごみの量がこの数年で大きく削減されました。 

        また、社内においてもコピー用紙の敷き藁用シュレッダーや、中古事務用品（パイプファイルやク 

        リップなど）の再利用促進、空き缶のリサイクル業者への搬出など、３Ｒへ繋がる活動も徐々に定 

        着してきました。 今後も行政側の指導に則りながら、社内の３Ｒ活動を積極的に推進していきます  

        

■ 産業廃棄物について ■ 

  2013年度における産業廃棄物の排出増加原因は、工事部署の受注工事(特に大崎第一

機材保管庫 外壁補修）によるものが半数以上を占めています。 
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 廃棄物削減・リサイクル 

  南日本事業部 環境報告  

 コピー用紙使用量削減 

考 察 

環境目的 2013年度 環境目標 

コピー用紙使用量を削減する 

       前３ヵ年平均比:１０％削減 

・プリンター印刷枚数削減のため、電子文書の閲覧

方法の改善検討・試行を行う 

・現在、紙文書管理から電子メディア管理移行活動

の推進 

達成状況 ： △ 未 達 成    紙文書管理の勤怠･出張関係は管理移行済 

(2012年度 達成状況 △ 未達成) 

年度 

コピー用紙 

使用枚数 

コピー機 

カウンター数 

プリンター印刷 

     の枚数 

2010 年度 364,500 189,895 174,605 

2011 年度 289,500 158,536 130,964 

2012 年度 310,500 146,499 164,001 

平均 321,500 164,976 156,527 

2013 年度 341,000 154,865 194,135 

*プリンターの印刷枚数：（用紙使用枚数）－（カウンター数） 

イントラマート（業務基幹システム）の導入により、2013年度は勤怠関係書類と出張申請書類が電子運用さ

れ、コピー枚数の低減に寄与しましたが、年度総数としては過去平均を大きく上回りました。 

 

2013年度を月別に見ると全体的に4月～7月、技術系が11月～1月の時期に前年度を上回っています。

また、部署別年間総数に見ると、安全管理室、技術課、企画営業課、射場工事課が増加しています。 

 

このことから、2013年度の増加には次の３つが大きく影響しているものと思われます。 

 

①社内制度の変更に伴う社員向け説明資料の印刷及びコピー  

②安全に関する顧客様向け報告資料の印刷及びコピー  

③新規事業（バイナリ発電）工事に伴う資料印刷及びコピー 
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 地域社会との共生・社会貢献 

  南日本事業部 環境報告  

 地域社会交流、ボランティア活動 

考 察 

 ロケット打上げ前の道路清掃ボランティア「歩け歩け健康つくり（ＭＨＩ 主催：島間港～種子島宇宙セン

ター間）の参加など各移住地域周辺清掃を実施しています。 

 

 南種子町で実施される「南種子町生活学校」にてマイパック推進運動やＥＭつち団子（薬剤を混ぜて乾燥

させたつち団子）を作り、河川へ放流することによる水質浄化につながる活動に取組ました。 

 

今後も地域と一体となったボランティア活動を継続し、地域に貢献していきます。 

環境目的 2013年度 環境目標 

  

地域社会との交流、ボランティア活動

への積極的参加 

  

・環境に関する各種ボランティア参加を推進する 

  

達成状況 ： ◎ 達 成  

（2012年度 達成状況 ◎ 達成 ） 

 環境問題重要性の展開活動 

環境目的 2013年度 環境目標 

  

地域社会に対して環境問題の重要性を 

展開する。 

  

・環境問題の重要性を地域社会へ広める講話を

行う 

  

達成状況 ： ◎ 達 成  

（2012年度 達成状況は × 未実施 ） 

考 察 

環境問題の重要性を展開する活動として、毎年南種子町内の小学校児童向けに 

環境教育を行ってます。2013年度も次の内容で環境教育を実施しました。 

 今後もこの活動を継続的に行っていきます。 

 

 実施日 ： 平成２５年７月１３日 （土） 

対象者  ： 南種子町立花峰小学校   

主な内容 ：  ①地球環境問題  

         ②地球環境（温暖化など）を考える 

            ③環境ラベルについて など  
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 環境・品質方針の制定 

  東日本事業部 環境報告  

㈱コスモテック東日本事業部 環境・品質方針 

 

  

事業部は、宇宙航空分野等における各種サービスを提供する企業として、お客様の所望にスピー

ディーにお応えすると共に満足度の高いソリューションを提案していくことにより宇宙航空部門等の発展

をサポートします。 

また、環境保全に配慮した事業活動を推進し社会的責任を果たします。 

 

行動指針 

 

  １．安心と安全で質の高いサービス、ソリューションを提供してまいります。 

  

 ２．社員一人一人がコンプライアンスを遵守するとともに、社員の教育を実施し、品質の向上を 

  図ります。 

  

  ３．お客様の環境負荷低減に貢献できるよう、積極的に環境に配慮したサービスを提供いたします。 

 

  ４．当社の維持・発展に必要な適性利益を確保し、将来ビジョンを持ちながら会社環境の改善を図り、 

   地域社会と共に継続的に発展を目指します。 

 

 ５．コミュニケーションツールを有効に利用し、すべての社員の意思統一を図ります。 

 

  

平成2４年１０月1日 

                       株式会社コスモテック 東日本事業部長  岡田 経 

 
  

 東日本事業部は、2001年ISO9001認証を取得、2005年ISO14001認証を取得し、品質・環境に対する姿勢を明文化

した品質・環境方針を制定しております。それに基づき、設計開発から資材の調達、製造、アフターフォローまで、全従

業員一丸となり、すべての工程において常に品質の確保・向上に取り組んでいます。 
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  東日本事業部 環境報告  

 東日本事業部における環境目標とその実績 

東日本事業部は、環境負荷そのものに取り組むのではなく、業務に即した活動を行い、間接的な環境負荷

の削減に取り組んでいます。 

活動項目・目標 実績・活動内容 達成状況 

環境環境美化の推進 

事務所内、インフラ等の問題点対応・管理（ポ

スターによる啓蒙含む） 

 環境負荷の軽減といった数値 

では実績は評価できないが、各 

目標は概ね達成されており、業 

務効率に起因する無駄なエネ 

ルギー・資源が軽減されてい 

ます。 

社用車清掃 

除草 

売上に対する直接的経費の削減 

公共交通機関の利用 

電話内容の簡潔化 

社用車運行時のエコドライブ実践 

効率の良い出張計画 

品質業務強化による品質向上並びに顧客

満足度の向上 

品証担当の専任化拡大及び強化 

業務自主点検及び点検結果に基づく改善推進

の支援 

ＩＳＯ認証・維持・適用範囲拡大 

教育の実施及び実践 

設計業務の効率化 資料の分類整理 

業務改善に関する技術支援 

業務効率化及び改善のための提案 

各課間における支援業務の調整 

改善提案の提出 環境に関する改善提案の提出 

工事クレーム ０ 件 

作業前後検討会（ミーティング）の実施 

環境配慮施工 

フロン再生率の向上 

フロン使用量の調査 

フロン廃液の再生 
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  東日本事業部 環境報告  

 環境負荷低減の取組 

■大型降雨実験施設システム整備の納入 

 大型降雨実験施設は実物大に近い模型を用いて降雨に起因する災害の実験研究を行うために建設された、大型 

の協同利用実験施設です。 

近年ゲリラ豪雨と呼ばれる局所的な短時間での強い雨が記録され、それに伴う災害が起こっています。 

 そこで、最近のゲリラ豪雨と呼ばれるような降雨条件を再現するために、防災科学技術研究所にて平成25年度に、

降雨システムの改良工事を行いました。 

今後、ゲリラ豪雨にどう備えるかといった防災面での研究に役立てられていきます。 
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  東日本事業部 環境報告  

 

 東日本事業所南側に従業員参加型活動「グリーンカーテンプロジェクト」に取り組んでいます。この活動は、建物の窓

や壁面をゴーヤなどのつる性植物で覆い、直射日光の遮断と葉の蒸散作用によって室温の上昇を防ぐものです 

 

2013年度は、つくば市主催の「グリーンカーテンコンテスト2013」にて「ユニークフォト部門」へ入賞しました。 

 

 グリーンカーテンによる節電対策 

環境負荷低減の取組 

 つくば環境スタイルサポーターズ登録 

 2013年度、「つくば環境スタイルサポーター

ズ」に登録しました。人の生活に起因するCO2

の削減と，低炭素社会を目指し，市民・企業

等・大学・行政など，オールつくばで取り組んで

います。 
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  環境報告  

 環境関連法規の遵守 

法令名称 主要条文 適用内容 主な規制事項 

環境基本法 第８条 事業所の責務 環境アセスメントの推進、環境保全、 

リサイクル、 

事業者の責務等の基本理念、 

基本施策事項 

第９条 国民の責務 

第１６条 環境基準 

地球温暖化対策の推進に関する法律 第５条 事業者の責務 温室効果ガスの排出の抑制 

温室効果ガスの指定（施行令 第四条 参照） 
第２０条の５ 事業活動に伴う排出抑制等 

第２２条 事業者の事業活動に関する

計画等 

特定物質の規制等によるオゾン層破

壊の保護に関する法律 

第１９条 使用事業者の努力 特定物質の排出の抑制及び使用の合理化 

特定物質の指定（施行令 別表 参照） 

大気汚染防止法 第１７条の２ 

第１７条の１４ 

第１７条の２１ 

第１８条の２１ 

事業者の責務 煤塵・窒素酸化物・イオウ酸化物・ダイオキシン・塩化水素の

発生施設からの排出濃度 

第１８条の２４ 

第２１条の２ 

国民の努力 

第２５条～ 

第２５条の６ 

損害賠償 

特定製品に係るフロン類の回収及び破

壊の実施の確保等に関する法律 

第４条 事業者の責務 フロン類の適正回収、排出の抑制 

第６条 国民の責務 

第１９条の３ 第１種特定製品廃棄等実施

者による書面の交付等 

水質汚濁防止法 第１９条～ 

第２０条 

損害賠償 水素イオン濃度・浮遊物質量・生物化学的酸素要求量・大

腸菌群数など特定施設からの排出水の有害物質・生活環境

項目の成分濃度 

浄化槽法 第３条 浄化槽によるし尿処理等 排水の水素イオン濃度・溶存酸素量・透視度・残存塩素濃

度・生物化学的酸素要求量規制値 第５条 設置等の届出勧告及び変更

命令 

第８条 保守点検 

第９条 清掃 

第１０条 

第１０条の２ 

浄化槽管理者の義務 

第１１条 定期検査 

第１１条の２ 廃止の届出 

騒音規制法 ― 

  

― 

  

騒音発生施設による事業部敷地境界線上の騒音基 

準値 

土壌汚染対策法 ― 

  

― 

  

特定有害物質（政令参照）使用工場の土壌汚染状況 

調査（環境省令で定める基準への適合） 

環境関連の法規等（１／４） 
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  環境報告  

 環境関連法規の遵守 

環境関連の法規等（２／４） 

法令名称 主要条文 適用内容 主な規制事項 

国等による環境物品等の調達に関

する特別措置法（グリーン購入法） 

第５条 事業者及び国民の責務 調達を推進すべき環境物品等の種類及びその判

断の基準等 

 

循環型社会形成推進基本法 

第３条 循環型社会の形成 製品リサイクルの基本原則 

第４条 適切な役割分担等 

第５条 原材料、製品等が廃棄物等となるこ

との抑制 

第６条 循環資源の環境的な利用及び処分 

第７条 循環資源の環境的な利用及び処分

の基本原則 

第８条 施策の有機的な連携への配慮 

第１１条 事業者の責務 

第１２条 国民の責務 

資源の有効な利用の促進に関する

法律 

第４条 事業者の責務 原材料等の使用の合理化と、再生資源及び生成

部品の利用促進 第５条 消費者の責務 

廃棄物の処理及び清掃に関する法

律（廃棄処理法） 

第２条の３ 国民の責務 廃酸・廃アルカリ・廃油 

特別管理産業廃棄物管理者の選任 

マニフェストの運用 
第３条 事業者の責務 

第５条 清潔の保持等 

第６条の２ 市町村の処理等 

第１１条 事業者及び地方公共団体の処理 

第１２条 事業者の処理 

第１２条の２ 事業者の特別管理産業廃棄物に係

る処理 

第１２条の３ 産業廃棄物管理票 

第１６条 投機禁止 

第１６条の２ 焼却禁止 

第１６条の３ 指定有害廃棄物の処理の禁止 

特定化学物質等障害予防規則 第１条 事業者の責務 特定化学物質の漏洩防止、管理等 

第５条 

第６条 

第二類物質製造等に係る設備 

第７条 局所排気装置等の用件 

第８条 局所排気装置等の稼動 

第２１条 床の材料 

第２２条 

第２２条の２ 

設備の改造等の作業 

第２３条 退避等 

第２４条 立入禁止措置 

第２５条 容器等 

第２６条 救護組織等 

エネルギー政策基本法 第７条 事業所の責務 電気・ガス・重油等の使用の合理化 

エネルギー管理者の選任 

エネルギーの使用の合理化に関する

法律（省エネルギー法） 

第４条 エネルギー使用者の努力 電気・ガス・重油等の使用の合理化 

エネルギー管理者の選任 第７０条 事業者の努力 

第７２条 建築物を建築しようとする者等の努

力 

第７５条の２ 第二種特定建築物に係る届出、勧

告等 

毒物及び劇物取締法 第３条 

第３条の２ 

第３条の３ 

第３条の４ 

禁止規定 毒物及び劇物（別表第一～第三 参照）につい

て、保 

険衛生上の必要な取締り 

毒物・劇物の盗難・紛失・漏洩防止処置の義務 
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  環境報告  

 環境関連法規の遵守 

環境関連の法規等（３／４） 

法令名称 主要条文 適用内容 主な規制事項 

労働安全衛生法 第３条 

第４条 

事業者の責務 安全衛生管理体制。危険

防止処置、健康障害防止

処 

置及び有害物に関する規

制等 

危険物の指定（施行令 別

表第一 参照） 

特定化学物質等の指定

（施行令 別表三 参照） 

有機溶剤の指定（施行令 

別表第六の二 参照） 

第１９条の２ 安全管理者等に対する教育等 

第２０条 

第２１条 

第２２条 

第２３条 

第２４条 

第２５条 

第２５条の２ 

第２６条 

第７１条の２ 

事業者の講ずべき措置等 

第２８条の２ 事業者の行うべき調査等 

第２９条 

第２９条の２ 

元方事業者の講ずべき措置等 

第３０条 特定元方事業者等の講ずべき措置 

第３１条 

第３１条の２ 

第３１条の３ 

注文者の講ずべき措置 

第３１条の４ 違法な指示の禁止 

第５７条 表示等 

第５７条の２ 文書の交付等 

第５７条の３ 化学物質の有害性の調査 

第５９条 

第６０条 

第６０条の２ 

安全衛生教育 

第６５条 作業環境測定 

第６５条の２ 作業環境測定結果の評価等 

第１０１条 法令等の周知 

第１０３条 書類の保存等 

 

有機溶剤中毒予防規則 

第１９条 有機溶剤作業主任者の選任 有機溶剤取扱い作業主任

者の選任 第１９条の２ 有機溶剤作業主任者の職務 

第２１条 記録 

第２２条 点検 

第２３条 補修 

第２４条 掲示 

第２５条 有機溶剤等の区分の表示 

第２７条 事故の場合の退避等 

第２８条 測定 

第２８条の２ 測定結果の評価 

第２８条の３ 測定結果に基づく措置 

第３２条 送気マスクの使用 

第３３条 送気マスク又は有機ガス用防毒マスクの使用 

第３４条 労働者の使用義務 

第３５条 有機溶剤等の貯蔵 

第３６条 空容器の処理 

消防法 

  

第８条 

第８条の２の２ 

第８条の２の４ 

第８条の２の５ 

第９条の３ 

第１０条 ～ 

第１６条の３ 

火災の予防 

  

危険物 

 

危険物の貯蔵、取扱い施

設の基準 

危険物取扱い作業主任者

の選任 

危険物の指定 

危険物の規制に関する規則 

  

第６２条の４ 

第６２条の５ 
定期点検を行わなければない時期等 

貯蔵及び取扱い等の基準 



 

54       

株式会社コスモテック CSRレポート2014 

 

         

  環境報告  

 環境関連法規の遵守 

環境関連の法規等（４／４） 

法令名称 主要条文 適用内容 主な規制事項 

特定化学物質の環境への排出量の

把握等及び管理の改善の促進に関

する法律（PRTR法） 

  

 

第４条 事業者の責務   

特定の化学物質の排出量把握によ

る事業者自主的管 

理の促進 

第５条 排出量等の把握および届け出 

第６条 対応化学物質分類名への変更 

第１４条 指定化学物質等の性状及び取扱い

に関する情報の提供 

悪臭防止 

悪臭防止 

  

  

  

第７条 規制基準の遵守義務 規制基準、事故時の措置等 

第１０条 事故時の措置 規制基準、事故時の措置等 

  

  

 

第１４条 国民の責務 

第１５条 悪臭が生ずる物の焼却の禁止 

第１６条 水路等における悪臭の防止 

絶滅のおそれのある野生動植物の種

の保存に関する法律 

 ―  ― 希少野生動植物の捕獲、譲渡、輸出

入に関する規制 

使用済自動車の再資源化等に関す

る法律（自動車リサイクル法） 

使用 

第５条 自動車の所有者の責務 廃車への抑制、再資源化の促進、業

者への引渡し、料金の支払 

第８条 使用済自動車の引渡義務 廃車への抑制、再資源化の促進、業

者への引渡し、料金の支払 第７３ 再資源化預託金等の預託義務  

特定家庭用機器再商品化法（家電リ

サイクル法） 

第６条 事業者及び消費者の責務 廃棄物の抑制、再資源化の促進、業

者への引渡し、料金の支払 

 
環境関連法規の遵守 

 環境関連法規制の改訂及び改訂状況及び適用有無について適宜確認し、環境保全および活動を実施しました。 

 環境に関する事故・クレーム 

環境関連法規への違反はありません。また、行政等からの違反の指摘・指導等もありません。2013年度に 

おける環境事故は発生していません。  
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  その他  

 ＴＯＰＩＣ 

■ 一般財団法人日本クレーン協会が主催する「第34回全

国クレーン安全大会」（平成25年10月24日開催）において

『優良クレーン等整備事業者』の表彰を受けました。 

コスモテックは、宇宙航空研究開発機構（JAXA）種子島宇

宙センターにおける天井クレーン設備の整備（月例点検・年

次点検）を昭和54年より毎年実施しており、その長年に亘る

整備業務の実績に対し日本クレーン協会より高い評価をい

ただくことができました。 

 

雑誌掲載 月刊 地球環境とエネルギーに特集記事が掲載されました 
 

8月28日発売の月刊Business ENECO『地球環

境とエネルギー』9月号に『宇宙事業の技

術・ノウハウ活かし温泉発電に参入！』と題

する特集記事8～11ページにわたって掲載さ

れました。 
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